






要約:当皮膚科外来を受診したアトピー性皮膚炎(AD)患者 54 名と対照の健常人 60 名につ

いて、ドライスキンの皮膚生理を解析するために、角質水分量、経皮水分喪失量(TWL)、

角層の不全角化度、角層中の遊離アミノ酸量・ウロカニン酸量・セラミド量等を測定した。

AD 患者の皮膚は、皮疹部と無疹部を問わず、健常人の健常皮膚に比べて、その角質水分

量が顕著に低下し、その低下に対応するように、角層の保湿因子である遊離アミノ酸の量

も顕著に低下していた。AD 患者皮膚の TWL は、逆に皮疹部も無疹部も同じ程度に、健常

人皮膚に比して顕著に亢進していた。皮膚の水バリアーとされているセラミドは、AD 患

者の皮疹部と無疹部のどちらも健常人皮膚に比して有意に低下していた。AD 患者の皮膚

では、不全角化が軽度であるが、健常人の皮膚と異なり、皮疹部も無疹部もほぼ同じ程度

に認められた。以上の結果から、AD 患者の皮膚は、無疹部においても、角層の不全角化、

そして顆粒層－ケラトヒアリン顆粒－フィラグリン蛋白等の消失により、角層の保湿因子

や水バリアー機能が低下し、ドライスキンとなることが推定される。


